
.三陸沖地震に於ける P波初動と

震央位置との関係について

中西 盆発・永松武生汗

緒言 P波初動の疎密の地理的分布を調査すると， .多数の地震についてそれ等の起震歪力は一

一定地域に登生する地震に於いては或一様の法則に従ふらしいといふととが想像される. ~~ち一つの

観測所に於ける多数の地震の P波初動を地園上にプロツ『トするとその疎密会布が幾つかのプロッ

クに分れるとと L或る観測所に於ける同じ地域の地震記象が非常に類似:するととが知られてゐるの
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精顕著地震 237を取りは闘)盛岡・仙
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所に就いてのものを調べるとと Lした.

との内盛岡では採用せる金地震の 805ば

J7 仙肇，稲島は 70%宮古 50%小名演 30%

ノト戸は 10%の資料がある.

援て之等の地震全部を地国上iに記入し

て見ると A 園の様た分布、を示し，各測
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、 候所思於ける疎・密分布聞は B 園~G 層の如き分布と友る.Å 園比依れぽ小名演北東沖に非常に多

C の地震が集申してゐる事~気附し叉宮古沖土り八戸沖・襟裳岬南東沖に掛けて虞大たる範園の

頻登地帯が認め tられる.市しτ此爾者、の間I3Pち宮古近海より南東に走る帯欣の地域に於ては比較的

地震の費生が少〈怠って居:る~A 園;は前述の如く顕著及び給額著の定義の範圏内のもののみを耳元扱

ったものであるから小名演北東沖のー群之官官沖の一群との間K斯様た境屠が呆Lて他り小地震を

品取扱った場合;κ認められるか否かが疑問であrるが弐に迷ぺる如く爾群の性質が判然主直別される

c 事を考へれば之を境居として認めてよいと思ふ.号えに各測候所について之等の地震の初動が押し引

きの如何たる特性を示すか調ペて見ょう.

先づ盛岡に就いて云へば B 圏に見る如く東経 143。以東北緯 39。以北に後生せる地震は殆~金

、部と云って良い位密波で始って居り之に反して小名演北東沖より金華山沖に掛けてのー替は大穂疎

波で始まって居る.雨者は前記宮古沖土り南東の一帯を境にして明瞭に直別され'る.叉三陸近海の

地震も疎波で始まってゐるのが見られる.

此の盛岡で相嘗明瞭に'現れ?と各群の傾向はC園仙肇に於ける観測では更に一層明瞭とたって現は

れてゐる. I3Pち宮古遠方沖の地震は一様に密波で始まると云ひ得べ〈小名演北東沖K於ける一群の

疎波的傾向も盛岡に於けるよりも更に著しい.襟裳岬沖の地震は初動方向が不明瞭で、あるが以上に

より一般に次の様たととが云へる. I3Pち東経 143
0

北緯 39
0

を座標軸に取れぽ北東象限の地震は密

戸波で始り南西象限では疎波で始る.叉北西・南東爾象限では地震は少〈境を友してゐる.

号えに D 園幅島に於ける分布を見ると北東象限はその北部で疎密広箱、不明瞭に在ってゐるが大鰭

の傾向は依然密波で始まるものが多く小名演北東の一群は明かに疎波で始まるものが大多数を占め

てゐる.扱て之迄述べた箇所では大韓同じ様た傾向を示じたのであるが盛岡と凡そ同緯度にある'膏

古では北東象限に稜生する地震は盛岡と似て大鰻密波で始るので、あるが小名演北東沖の地震では多

小傾向を異にし密波で始る地震が相営見受けられる様である.E園は全地震の 50%に過ぎえどいか

ち確認は出来たいが宮古では盛岡とは遣った傾向にあるらしいととが窺はれる.弐の F 間八戸の

観測に依れば此の地震は益々密波の数を増してゐる.

盛岡・仙塞・稿島の三ケ所，宮古・八戸のニヶ所は夫々相似たP波初動の方向を持ってゐるが小

名演に於ては之等と異り F 取扱った地震は益曜の三割であるが大多数疎波である.今迄幅島以北で

密波で、来て居た宮古沖の地震は此所では疎波にたってゐるi叉小名演北東沖の地震も大抵疎波であ

る.・

結語以上綜合して見ると宮古沖に後生する地震は密波で始まり小名演北東沖の地震は疎波で

始まると見られる.市して八戸・小名演の闘によると震央距離によってP波初動方向に差異が生ず

る事涜推定され従って今夜震機構を考へると楕国型若くは国型に属するものと思はれる.叉度々津

- 53ー‘



244 

。
¥. (LJ 

プパ

'" 

験'震 時

(2) 

~~: 

報

浪を生ずる事をも併せ考ふれぽ極地表に

近い所に後生ずる地震であるから宮古沖

の地震に於ては第 (1)固に示せるが如き

起震歪力が働き，小名演北東沖の地震は

之と三だけ水平軸の周りに廻縛したぐ2)闘の如きものと考へられるが一方側のみの観測であるから

確言するととは出来たい。以上本調査を御指導下，さった本多博士，原稿を御閲譲下さった本間正作

氏，聞の作製に嘗ちれた地震諒高見嬢K厚く謝意を表する次第である.
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